
ヨ ハ ネ ス ・ボ ブ ロ フ ス キ ー に お け る 闇 と 光

― 『ね ず み の お ま つ り』 を 中 心 に ―

永 畑 紗 織

1.は じめに

2006年 夏、ベ ル リンで 「強 制 され た道 一20世 紀 ヨー ロッパにおけ る逃亡 と追放 」 と題 され

た戦 後の強制移 住 をテーマ と した展 覧会 が開 かれた。1戦 後、 ドイツ領土 が狭 まったこ とで、領

土縮 ノ1後の ドイ ツ国境 の外 に住ん でいた ドイ ツ人た ちは、現在 の国境 線内 に移住す るこ とを余 儀

な くされ 、戦前暮 らしてい た場所 に戻 る ことは許 され なかった。 ドイ ツ人 を戦争被害者 として見

る視sを 避 けて きた ドイ ツにおい ては、移 住は ドイ ツの犯 した罪 過の代償 と受 け止め られ、この

措 置に対 して公 に異 論 を唱 え るこ とはナ チ時 代へ の反省 の足 りな い行動 だ と見 られた。当然 なが

ら、この展覧会 に対 して も、ポー ラ ン ドをは じめ、東欧諸国か らの批 判が相次 いだ,展 覧会 を主

催 した被 追放者連 盟(B㎜dder恥 血ebenen=BdV)2は 、い くつかの団体が統 合 され て1957

年 に成立 した、移 住 を余儀 な く された者 た ちの利 益 を代表す る団体で あ る。3こ の団体は従来 、

攻 撃的なナ シ ョナ リズ ム と反 共産 主義色 の強 さを特徴 とし、冷 戦の緩 和につれて次第 に ドイ ツ社

会 の 日陰者にな ってい つた。近年 は、他 国民が受けた追放による被害 に も目を向 けるな どソフ ト

路線 に転 じ、1998年 以降 は、CDUの 党員 であ り連 邦議会議 員であるエ リカ ・シ ュタイ ンバ ッハ

が総 裁を務 めて いる。 しか し現在 も、東欧諸 国との対 立関係は解消 されず 、対立の火種 を再燃 さ

せ た上記の展覧会 を機 に、BdVの 首脳 陣の多 くが旧ナチス党員だつた とい う事実 も新たに問題

とされてい る。4

この展覧会のや り方 に問題 がな かつた とは到底 言えない。 ただ、 この展覧会 の開催 を通 じて、

本稿では以下のテクス トを使用する。Bobmwski,Johannes:GesalvmelteWerke.Hrsg.vonEberhardHaufe.

Stuttgart:DeutscheVerlag―Anstalt1987-1999.(略 記号GWに 巻数と頁数を付記)なお、V・VI巻目は注釈書

になっている。
1http://ertwungenewege .z―9-vde/
2htΦ:〃www ―bund-der-vertxiebenen―de!
3被 追放者連盟の成立とその後の展開についてぽ 以下の文献を参照のこと。Stickler,Matthias二〇stdeutsch

hei/itGesamtdeutsch.Organisation,Selbstverst舅dnisundheimatpolnischeZielsetzungender

deutschenITer2riebenenverb舅de1949-1972-D�seldorfDrosteVerlag2004.
n 。UnbequemeWahrheiten.``In:Z】 α 励必卵4NL33/2006,S.46・48.
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は つき りした のは、戦後はまだ続 いているとい うことである。 終戦前後か ら1950年 代初頭まで

続いた追 放によつて移住 を余儀な くされた者の数は、1500万 人 にのぼ つた とも言われ る。5故

郷喪失は、ご くわずかな者 た ちに起 こつた出来事では なかったのであ る。ここで故郷を失 つた ド

イ ツ人た ちに対 す る過度 な同情 を煽 るのは避 けたいが 、故郷 とい う言葉その ものが タブー視 され、

ナチ ス時代 に対 して無反省 だ と思 われ ないた めには 、故郷への想い を公然 と語 ることす ら躊躇 し

なけれ ばな らなか った彼 らの苦痛 とい うのは、それ な りに大きな もので あっただ ろ う。 これまで

十分 に本音で は語 り得なかったひ とつの歴 史的事実 が、それ を実際 に体験 した者 の中では燃 り続

けてい る。その一方で、戦争 が終 わってからある程度 の時間 が経 ち、ある意味で は戦争直後に は

語 りえなか つた ことが当時に比べれ ば語 りや すくな り、またそ うい つた体験 につ いての記憶 も薄

れ始 めている。 ドイ ツ軍が行 つた残虐行為の代償 として も、つま り、語 るこ とが 困難だ った時 代

の状況 を思 い出すために も、こ うい つた体験について改めて考 える機会 が必要 なのは間違 いない。

故郷 への想 いを公然 と語る ことが困難で あつた時 代に、東 欧諸国家の反発 を誘 うよ うなや り方

では なく、故 郷へ の想いの強 く滲み出た作品を書いた詩人のひ と りに、ヨハネス ・ボブ ロフスキ

ーが いる
。彼 は1917年 に リトアニア と国境 を接す る東 プ ロイセンのテ ィルジ ッ トに生まれ、11

歳 か らケー ニ ヒスベルクのギムナジ ウムに通 った。少 年日胡ざの夏休み は祖母が住 んでい た リ トア

ニア領 のモ チシ ュケン村 で過 ごし、ユ ダヤ人や ロマ、 リ トアニア人やポー ラン ド人、ロシア人や

ドイ ツ人 が入 り甜 τて生 活 している これ らの地 或での体験 と、自然の風景 が彼の心 に強 い印象 を

与 えた。 ア ビ トゥーア に合格後 、ナ チス政権 によって義務化 され た 「帝国勤労奉仕隊」 に従事。

その後 、2年 間の兵役義務 に服役 してい る問に、第二次大戦が始 ま り、彼 は通信 部隊の一兵士 と

して従軍す る こととなる。1945年 に ドイツが無 条件 降伏 に伴 い ソ連軍 の捕虜 とな り、4年 半 に

わた る捕虜生 活 を経て、東ベル リンに住んでいる家 族の もとに帰還 した のは1949年 ももう終 わ

ろ うとい う時期 で あった。1961年 に処女詩集を発 表 し、1962年 に47年 グノレープ賞 を受 賞。東

西 ドイ ツの両方で非常に高い訓 面を受 け、詩人 と して の名声 を獲得 したが、1965年 、48歳 で亡

くなつている。

彼 は戦時中に、 ロシアの風景を記憶に留め ようと、謝 乍を開始 し、戦 後、1952年 になつて彼

自身の詩世界 を確 立させ た。戦前 ・戦 中の思 い出と強 く結 びっき、帰 る ことの できない故郷 の 自

然の風景 を織 り込んだ彼 の詩は、アナ クロニズムな どといつた言葉で批判 され る こともあったが、

彼 は、過去 と決別 し1945年 を新たなス ター ト地 点とす る ドイ ツ ・ゼ ロ年 的見方 に反発 を覚えて

い払 ヨーゼ フ ・ヴィル ヘルム ・ヤンカーに宛 てた1964年8月26日 付 けの手紙で、拓 平家 か

ら 「非 現代 的 ・伝統的」 と酉鵠平された この友人 の作家 を励 ま して、彼 は こう書 いている。

t・川喜田敦子 「20世紀ヨーロッパ史の中の東欧の住民移動lド イツ人 《追放》の記憶とドイツ=ポ ーラン ド

関係をめぐって ― 」=『歴史評論』665号(2005年)、54～64頁 酬 又を参照v
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君 は君の最 初の テーマ と共に君 自身の言語を獲 得 したのtそ れ は絶望的 に傷ついた、

首尾―貫 して保 たれた(そ れ ゆえ、表 面的には伝統主義 とい う印象)、 致命 傷を負 っ

た、そ うほ とん ど死語 の よ うに扱 われている言語なのtそ こか ら生 まれ るのは、常

に墜落のおそれの ある、扁 平足 の者 に とっては非常 に危険 な、息 苦 しい ほどに狭い尾

根 の上 に保 たれた継続 性なのtだ が、1945年 をゼ ロ年 と見 るあ らゆる試 みはナ ン

セ ンスだ って い うこ とはは っ き りしてい る。歴 史に対 して(そ れ ゆえ言葉 に対 して も)

果 たすべ き責任 が免除 され るな どとい うのは 馬鹿 げた こ とだ,傷 で覆 われ 、潰瘍 とノ

イmゼ の様相 を呈 した継 続 性は、それ でも貫 き通 され る。ほ かの どんな ことよりも

重要な議 題 とな るだ ろ う、それ は絶対に確 か蔦

僕 も君 と同 じこ とを別 の手段 、別 の方法 でや つている よ。6

戦後 の ドイ ツは過去 との棚IJを 図 ろ うと して きたが、ボ ブロフスキーは過去 との継続性を保 つ

ことは、ドイツ人 としての責任 を負 うこと、過去の問題に きっち り取 り組 む ことだ と考 えていた。

1945年 よ り前が 後かで線 引き し、過 去 を捨て去 るようなや り方 は ドイ ツ人の罪過 を反故 にす る

だ けでな く、過去 に慣 れ親 しんだ もの に対す る愛着な どとい つたそ う簡 単に打 ち消せ る ものでは

な い人 間の感 晴を無 視す るもので あった。そ ういった人間の感 情や、簡 単に線 引きできない曖昧

な部分 を無視 しては根本 的 な解 決は あ り得ず、そ うい う意味での解決 に近付 く努力がこれ まで十

分 にな されなか つたため に、BdVの よ うな団体が繰 り返 し東欧 諸国 との摩擦 を招 くよ うな事態

が続い ているのでは ないか。

ボブ ロフスキーは、た とえ危 険 な尾 根を歩 くよ うなものであつて も、継 続性を保つ努力 を しよ

うとい う意志 を持 っていた。戦後 ドイ ツで過去 と決別 す るために避け られ てきた 「民族1と い う

言葉に対 して も、慎重 では あった が、この言葉 を単 に避 けるとい う方 法は採 らず、敢 えて前面 に

押 し出 した詩 も書いた。だ が、彼 の詩 集が西 ドイ ツで初 めて刊行 され る際、この語が前面に押 し

出 された 『プル ッセ ン悲歌 』とい う謝 ま、出版社の意向に よ り掲載 され なかつた。7そ うい つた

出来事 もあ り、故郷 とい う言葉 に対 しては、時 代の風 朝を受 け、ボブ ロフスキー も非常に1真重で

あった。当時、故 郷 を主題 と した詩 を書き、出版す ることは大変困難で あ り、ボ ブロフスキー も、

故 郷の記 憶を呼 び覚 ま しそ れ を詩 とい う形で留ま らせ ることに、かな りの 内的葛藤を覚えていた。

6
。励 躍㎜θ5」%伽噛'融rム 盟鋤 読 η幅6加召勘[撫 加(カげ 触 伽b鴉Band46]―Hrsg.vonUlrichOtt

undFriech-ichPf臟fiin.AusstellungundKatalogReinhardTgahrtinZusammenarbeitmitUteDoscher.

MarbachamNeckar1993[以 下、MKと 略す1,S.290.

Ebd.,5.70-72.
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そ うい つた ことを背景 として、故郷 とい う語 は最終的 には謝 乍品か ら締め出 され てい く。彼 自身

によつて出版 され た、も しくは、出版が決 まって いた詩 の中で故郷 とい う語 を含 む ものはふ たつ

だ けで ある。 とい って も、生前 に発 表 された詩の 中にお いて も、故郷 を描 くことその ものがボブ

ロフスキーのテー マであ り、過去か らの糊 【1な刻 印を受 けた言 葉や伝統が単純 に避け られてい る

ので はなく、押 さえつ けることで解消 され は しない人 間の本 源的な感情 、過去への執着 とい う感

情が滲み 出て いる ところに、ボブ ロフスキー作 品の興味 深 さのひ とっが ある。

この論文 では、彼の作 品において故郷 とい う概念 と密 接に結びつ いて いるDunkelheit(闇)、

及び 、その対概念 としてのhdlt(光)に 込め られた意味を探 るこ とで、彼 自身 にとって切実な

テーマであったアイデ ンテ ィテ ィと帰属 をめ ぐる問 題に迫 りたい。

2―故郷の問題 とr闇 」

彼 は、 ドイ ツ人 と東欧諸民族の関係を表向きのテーマ としていたが、彼の作品が同時 に、故

郷 を主題 としていたことは明 らかであ る。彼 が故郷を主題 と して いた とい うとき、この故 郷はふ

たっ の レベル での故郷 を意味 してい る。ひ とつ には 、個 人的な レベル での故郷で あ り、彼 が子供

時代 を過 ご した東 プロイセ ンと リ トアニアの国境付 近、最 狭義 には、モチシュケン とい う村が彼

に とっての故 郷で ある。8も うひ とつには、もっと広 義な レベルでの故郷であ り、彼が戦前 ・戦

中 ・戦後の体験 と広範な読書によって知 つた、彼がサルマ チア(Sarmahen)と 呼ぶ地域 全体 も

彼 の故郷であ り、彼の作品はこれ らふたつ の レベルで の故郷 におけ る ドイ ツ人 とxv者 民族の関

係 を主題 としてい る。

ボブ ロフスキー の処女詩集の タイ トル は 『サル マチアの時(SarmatiscbeZeit)』 であ る。 サ

ルマ チア とは、 もとは紀 元後2世 紀のプ トレマイオ スの世 界地 図な どに登場 す る地名であ るが、

彼 の言 うサルマ チア とは、彼の心の故郷である東 欧、もっ と具体的 に言 えば、現在 のポー ラン ド、

バル ト三国、ロシア西部、ベ ラノレーシ、ウクライナを包括す る地域 の ことであ り、これ らの地域

をひっ くるめてサルマチ ア と呼ぶのは、ほ とん ど彼 独 自のや り方 であ ると言つてよい。9

つま りボブ ロフ スキー は、個 人的に直接 見聞 き した戦 前及 び第二次大戦 期にお ける ドイ ツ人 と

東欧 諸民族の関係 を扱 う作品 のみ に留 まらず、この関係を ドイツ騎士団 が東欧に踏み込んで以来

の歴 史全体に視野 を向けて、時間 ・空間的 に幅広 く扱 ってお り、彼 の作品は、この地域 にお ける

民族性 にまつわ る諸問題 を扱 う上 で必要 な示唆 を与 え得 るものだ と言 える。

彼 に とつてサル マチア は大切 な思 い出の土地で あ り、ほ とん どの詩は、彼 が幼少期や少年期、

K田 幡 司 「ボブロフスキーとサ脚 チアの脇 」:鴫 蚊 鞍 『ドイツ文学』第97号(..年) 、2637

頁所収、29頁 参照℃
9詳 しくは 神品芳夫/田 中謙司 編 『ボブロフスキー詩集』小沢書店1994年0埆 轍 を参照n
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兵 士時 代や捕虜 日剖ざを過 ごしたサル マチ ア平原 の どこかを舞台 にしてい る。

そ して 、第 二 詩 集 の タイ トル も、サ ル マ チ ア平 原 を指 す もの で あ る。 『影 の 国 、河 た ち

(SchattenlandStrome)』 、 これ がそ のタイ トルで ある。詩集 にこの タイ トル を冠 するこ とで、

サルマ チ ア平原 、 も しくは 、詩 人の 思い 出の土地が、 「影 の国」で ある ことが ほの めか され てい

るわけだ が、 この 「影 の国」10と い う語には多層 の意味 が込 め られ てい る。 「影の国」、光 のあた

らない土地、それは 、 日照 時間 の短 い北国で あるこ とのみ な らず、喜 ば しくな い歴 史の刻み込 ま

れ た土 地、そ して 、これ まで十分 に注 目され て こなか った部分 を持つ土地 であるこ と、さらには、

今 の 自分 に とつては記憶 の 中の もの で しか な く実際に近付 くことは できない亡霊 のよ うな土地

である ことをも包含 した深 い意味 の込め られ た言葉 であるだろ う。 この土地で生 き、死 んで いつ

た者 た ち、また、 自分 を含 め この 土地で生 き、この 土地 を離れ てい つた ものを影 と見 、彼 らの土

地 とい う意味 も含 んでい るはずで ある。また さきに、喜 ば しくない歴 史の刻み 込まれ た土地、と

言 ったが 、それ は、 「影 の国」 とい う言葉か ら、一般 に読み取 られ るで あろ うイメージ を述べた

までで、 「影 の国」は 、詩 人 の楽 しい子鱒 寺代 の思い出の詰 まつた土地 で もあ り、詩 人本人に と

っては、決 して 、心 的にネ ガテ ィブな意味のみ をもつ土 地ではない。

彼 の作品には暗 い1青景が しば しば登揚 す る。それ だけでは、多くの捌 藩 寺人 たち と同様 に単な

る 「夜へ の瞳れ 」を持 ってい ただ けだ と思われ るか も しれな いが、詩集 のタイ トルでサルマ チア

平原 を 「影の国 」と呼 んでい る ことか ら、サル マチ ア=光 の 当たらない場所 と考えていた と推 測

す るこ とがで き、彼 の作品 にお け るサル マチアの重要性 を鑑 みれば、光 が当た らない=「 暗 い」

とい う形 容詞測 皮の作 品を読み解 く上 で重要な語であ ると考 えることが できる。

ここで言 う彼の作品 にお けるDunkelheitに は3重 の意 味がある。

まず は、具象 的な意 味での暗 さ、2つ 目は、ボブ ロフス キーが、 ドイ ツ人 と東欧 諸民 族の負 の

関係 といった陰轡な歴 史や 、第二次 大戦に加わ つた こ とで見 聞きした こ とや 戦後 の領土縮小 によ

つ て故 郷 を失 った こ とな どのβ鰭 な個 人的体験 と切 り離 せないテー マを扱 つて いるこ とに 由来

す る 「陰 欝な ・暗轡 な」 とい う精神 的 な意味 での用法である。

1つ 目と2つ 目のdunkelは 、必ず しも容易 に結び1寸け られ るもので はない。つま り、必ず し

も暗い情 景イ コーノ耶会欝 なテーマ ではな いの である。北方で生 まれ 育 ったボブ ロフスキーに とつ

て、 日が燦 々 と降 り注 ぐ明 るい晴景 よ りも暗 い晴景の方が、な じみ のあ る安心感 を覚え させ るも

のであ ったとい うこともあ り得 る話 で、彼の作品 にお いて、1つ 目の意味でのdunkelが 一義 的

にネガテ ィブ な意 味 を持 ってい る とは決 して言 えないか らであ る。また、一見明るし情 景の中に、

陰轡なテーマ が描 き こまれ てい る例 も挙げ るこ とができるだろ う。

ioこ の語について詳 しくは以下を参照の こと
。Hau免,Eberhard:Erl舫terungenderGedichtemdder

GedichteausdemNachlass.In:GWV5.80―
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3つ 目に 「曖昧 な ・不 明瞭 な」 とい う意 味でのdunkelが 挙げ られ る。 このdunkelに ついて

はDagmarDeskauが 、アンガー ジュマ ンの意志 を持 つた詩人 であ るボブ ロフスキー がなぜ

du】:ekel(難解)な 作品を書 くことがで きるか、とい うテーマ を据 えて、詳 しく述べ てい る。11そ

れ によれば、ボブ ロフスキー作 品にお ける不 明瞭 さは、おお まかに言 つて、詩的言語 の魔術的な

力 をボブ ロフスキーが信 じていた 、ボブ ロフスキーの知識 が非常に広範であるため、彼 と同 じだ

けの知 識を持 たな い人 間に とつて彼 の作品は難解 とな る、 とい う2点 に由来す るものであ る。

StefanReichertも 、ヘル ダ リンな どとの関係か ら彼 の作品のdunkelさ について考察 を加えて い

る。12ま た、故郷 に対 す る想い をは っき りと口にす る ことがで きなか った戦 後の状 況にお いて、

ボブロフス キーの最 も強い想い とい うものが 、霜 に包 まれた よ うな形 で表れてい る とい う意味 で

も彼 の作品 にはdunkelな 印象があ る。

ボブロフス キー にお けるこの3っ 目のDunkelheitに つ いて語 る場 合、以上 のよ うな彼 の作

品のdunkelさ にまつ わる点 に加 えて、彼 自身 のdunkelさ につ いて も言及す る必要が ある。彼

はその姓か らも推測 され るよ うに、ポー ラン ド系の血 もひ く ドイ ツ人であ る。1956年10月9日

に彼 がハ ンス ・リッケに宛てた手紙 の―部 を引用す る。

君 も知 って るよ うに、僕 は、ポー ラン ド人的 な もの と ドイ ツ人的 なものが奇妙 に混 ざ

り合 つた家 の出だ,僕 は常 に リ トアニア人や ユダヤ人 との付 き合 いを持 ちなが ら育 っ

たl素 朴 な人々 もいた し色 んな田舎 貴族 なんか もいた。僕 はつ ま り ― 無 理矢理そ

う仕 向けるこ とな く 一 自分 自身 の存 在の中で、東 欧諸民族(と りわけ、ロシアでの

体験や滅 亡 したプル ッセ ン人 に関す る初期 の取 り組みが それ に加 わる)と 、教育 と言

語 によつて僕 が属 している ドイ ツ人 とを突 き合わす ことができる。(MK320)

国境 線 とい うものが人為的 、かつ歴 史的に見れば非 常に曖昧 なもので あるこ とを考 えれ ば、

遠い祖先 にまで遡れ ば、ほぼ全ての人々 が曖昧 な存在 なのではあ るが、彼 の場合 、その出 自と育

った環境によ り、 ドイツ人 としての 自己の存在の曖昧 さを とりわ け強 く意識 せざるを得なか つた。

おそ らくそこか ら、ナチス目剤ざの純血主 義 と手 を切 るべ く、民族 とい うものの曖昧 さを描 こ うと

い う意図が生まれ たに違 いな く、そ うい つた考 えが、『レヴィンの水刺 な どに生 きてい る。13彼

uDeskau ,Dagmar:Deraufgel舖te馳 燗ρ盟cゐ.翫 騨8∂η1θηガαηゴ刀雌 幽 θ露'加dレ 願 あ加 ㎜θ5
BobrowskisStuttgartH-ett1975.
izReichert,Stefan=Das田 曲 θ吻WortUntersuchungenzur瞬 ぬ西㎜ θ5:.,..Bo㎜ 【=
Bouvier1989.
1:S西成彦 「多言言融勺な劇欧と 《ドイツ人》の文学」=高橋秀寿/西 成彦 編 『東欧の20世 糸司 人文書院2006

年、181～210頁所収、185-192頁 を参照n
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は、同 じ手紙の 中で ドイ ツ人 を我 が民 族 と呼んでいるが、 ドイ ツ人で あ りなが ら東 欧諸 民族に対

す る親近感 や理解 、共 感を持 ち得 る存 在 として 自己を認識 していた。 この認識の上 に、 ドイ ツ人

と顛 者民族 とい うテーマ を扱 う中で 自分 に しかできない仕事が ある とい う彼 の 自負 があ る。

ま た、他民族 が入 り乱れ る環境 で育 ったために、そ して紛 れ もな く 自分の故 郷であ つた場所

が 自分 の手の届 か ない もの にな ったた めに、彼 は恐 らく、国境 線の曖 昧 さにつ いて も強 く意識 せ

ざるを得 なかつた に違い ない。その ため、本来 、曖昧 であるはずのもの を曖昧 な もの と して認識

す るこ とも必要 なこ とだ と、彼 は考 えていた のではないだ ろ うか。

3.ボ ブ ロフスキー にお け る 「闇」 とハ ーマ ン思想

ボ ブ ロフスキー にお ける以上 の よ うな意味 での 「闇」と、その対義 語で ある光 とい うテーマ を

扱 う上で言及 を避iけるこ とがで きない のが、思v家 ヨハン ・ゲオル ク ―ハーマ ンの彼への影響 で

ある。ボブ ロフスキー はハーマ ン を敬愛 してお り、ハ ーマン,思想 の影 響は彼 の作 品中の随所 に見

られ る。14彼 が通 って いたケー ニ ヒスベル クの ギムナジ ウムの初代校長がハー マンの息子で あっ

た こ とも、彼 がハーマ ンを敬愛す る理 由のひ とつ として挙げ られ はす るだ ろ う。だが、カ ン トも

同 じケー ニ ヒスベル ク人 であ るのに、カン トの影 響よ りもハー マンの影響 の方が彼 にははるか に

強 く見 られ る点 は注 目に値す る。ハー マンが しば しばカン トに異 論を唱えた人物 である ことは有

名で ある。カン トが合理 的 で理解 可能な説明、つま り 「明瞭な光」を求め たのに対 し、ハーマ ン

はすべ ての ことが容易 に合理 的 には説明 され得 ない とい うこ とを理解 した とき、っ ま り、感 覚的

な もの、偶然的 な もの 、超 自然的 な もののカ を信 じるときに初めて、本 当の啓蒙が ある と考えて

いた。 言 い換 え ると、不明瞭 で複 雑な非合理的 な ものの中、っま り、 「闇」 の中に身 を置 くこと

で こそ正 しい認識 に至 るこ とがで き る との立場 に立 つた。

ハー-マンは啓蒙 の徒 を惹 きつ け るものを評 して 「単なる明けの 明星や 光の天使 ルチ フ ァー」15

と言 つてい る。 文字通 り訳せ ば光 をもた らす ものを意 味す る ものの、時の流 れの 中で、悪 魔の名

とな った このLuziferと い う語 で、彼 は啓蒙主義 を批 判す るのである。

それ に対 して、ハーマ ン偲 想 において ポジテ ィブな意味 を有す るのがモ ーセ であ る。ユ ダヤ民

族の歴 史に 自分 自身 の生涯 を重ね なが らモーセ五書 を読み、isそ の過程 で 「回心」に至 つたハ ー

マ ンに とって、 モーセ は人間 の盲 目さ、人間 の理 性の無力 さを教 えて くれ る存在 であ る。彼 は、

その後 の 自らの思想 の根本 をモーセ 五書の 中において見出 したのであ る。ハ ーマ ンはその作品 の

in関 口裕昭 「ボブロフスキー とハーマン」:『芸文研究』72号(1997年) 、249269頁 所収を参照
1ろH㎜ann

,JohannGeorg:Briefwechsel[以 下、BWと 略引 ―Bd.1.Hrsg.vonWaltherZiesemerundArthur

HenkelWiesbadenInse11955-57,5.376.
!6猛 ㎜a㎜ ,JohannGeorg:S舂tlicheWerke[以 下SWと 略魂 ―1翫皿Hrsg.vonJosefNadler.Wien:

Herder1949,5.40.
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中で しば しばモー セの名 を出す。ヘル ダーが好んで、ハーマ ンの美学 の ことをモ ーセの美 学 と呼

んでい た17と い うの も、ハーマン、思想 の根本がモーセ五書 の中にある ことに由来す るのだろ う。

また 、ハ ーマ ンは 「君た ちのなかで賢 いと思 う者は、愚 か者たれ 〔… 〕。哲学 の任務 は、本

物のモーセ となる こと」(SW■,108)だ と言っている。 「モーセ とな ること」 とは、思想 を解 説

す る際 に抽象 的な言葉 ではな く、具体的な事例 によつて語 る ことを意味す る。普遍的 ・抽 象的な

命題 に辿 り着 き、それ を語 ることは人間のカ を超 えてい るの であつて、人間は無 知であ り盲 目で

あ ると認識す る こと、つま り現実 は闇の中にある と認識す るこ とこそが重要な課題 である とハ ー

マ ンは考える。具 体的で曖 昧な事 実を語 るこ とのみが人 間には可能な のである。ハ ーマン 自身、

自分の任務 は 「モーセ とな ること」 だ と考 えていたのは間違い ない。

注意 してお きたいの は、ハーマ ンに とって常 に闇が好 ま しい ものであ り光が好 ま しくないもの

で ある とい うわけでは決 してない点である。聖書の熱L・な読 者であったハーマンに とつて、光は

希望の象徴 で もあ る。ハーマンが非難す るのは表面的な光の追求 である。表面的な光に 目を奪わ

れて闇の存 在に気 が付か な くなるこ とこそ、ハーマンに とって非難 に値す るのであ り、そのよ う

な表面的 な光 こそが、一見、天使 のよ うでい て悪魔であ るルチ ファー なのである。

ここで、ハ ーマ ンの2つ の文章 を紹介す る。

モーセ の書の 中に世界 の歴 史 を探そ うな どと、い つた い誰 が思 うだ ろ う。多 くの者 は

モーセ が彼 らにただヘ ロ ドトスの寓話 を説明 した り、補足 した り、 あるい は論 駁 した

りす る手 段 を与えないがため に彼 を非難す るよ うだ,世 界 の最 初の歴史が完全 に彼 ら

自身 が望む よ うな ものであ った な ら、彼 らにはなん と滑稽でなん と信 じ難 いこ とに思

われ るだろ う?(SWI,11)

ハー マンの意見 に従 えば、モーセの書 が多 くの点でヘ ロ ド トス的 な歴 史的事 実に反す るために

モーセ の書 を非難 する啓蒙 思想家 たちが存在 し、その一 方でハ ーマンは、歴史 の全 てが容易 に説

明 され得 る とした らそれ はなん と信 じがたい ものだろ うと考 えてい るこ とが、この箇所か ら読み

取れ る。

さ らにそ の少 し先には こう書 かれてい る。

創 造 を 自然の 出来事 として説 明 しよ うとす る哲学 者の良心 には事 欠かなか つた。 それ ゆ

え、彼 らが、 モーセ も同 じ思 いつ きを持 つたは ずだ と考 え、物 語の代わ りに彼 にこれ を

17アイザィア ・バー リン 『北方の博士J .G.ハーマン ー 近代合理主義批判の先駆1(奥 波一一秀 訳)み すず書

房1996年 、161頁 、
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期待 した と して も不 思議 は ない。私 は物 語であ る と言 う。時代 の概 念に従 つて考量 し、

彼が 書いた時 代の概 念 とある程度 の関係 を持 つて いるモーセの書 は、事実 よ りも物 事の

理 解 しやす さを優 先 させ る よ うな説 明 を要求 す る頭 に はほ とん ど満 足 を与 え得 ない。

(SWI,11)

この箇所 で も、超 自然 的な もの のカを信 じない哲学 者たちが 、モーセ の書の中に記 録文書的な

もの を探 す一方で、ハ ーマ ンはモ ーセ の書 を文学的 な もの、神 話的な もの と捉 え、事 実はむ しろ

そ のよ うな文章の 中に こそ含 まれ うる ものである と考 えて いることが分 かる。ここでハ ーマンが

言 つて い るのは、現 実 は複 雑 ・曖 昧で、容 易に説 明のっ くよ うな もので はない とい うこ とであ り、

個別具 体的な物語の 中に事 実が描 き出 され るのだ とい うこ とであ る。

ボ ブ ロフスキー は、1956年4月 に0・ ベ アーに宛 ててこ う書いて い る。 「本 当に私 は 『啓 蒙の

逆流 ―1757年 ロン ドンにお けるJ・G・ ハーマン』とい うよ うな もの を書 こうと思つています。

い わば、 この時 代のた めに。」(GWI,D)彼 は、ハーマ ン、思想 を広 め ることは、今 の時代に と

って意 義深い こ とだ と考 えていたの である。

ボブ ロフス キー が 「この時 代のた めに」紹介 したい と考 えていたハー マ ン思想 とは、おそ らく、

ひ とつ には人間 の盲 目さの認 識で あ り、も うひ とつに は現実 の曖 昧 ・複雑 さの把握で ある。前者

は、人間 は闇の中 にお り、何 も見 えていないのだ とい うこ とを認識 し、ナチスの台頭 を防げなか

つた過 去 を反省 し、闇の中 にい る分だ け目を凝 ら して 、今、何 が起こつてい るのかを見つめ る必

要 があ るとい う現代 への メ ッセー ジである。後者 は、 ドイ ツ人 とい う概 念 を含 めてあ らゆるもの

が曖昧 で複雑 に込 み入 った、容易 に説 明 され ざるもので あ り、一般化 され た合 理的な問題 理解や

解決 では表 面的 な もの に過 ぎず 、現実 に可能か 否かに 関わ らず 、個別的 ・感覚 的な レベ ルでの間

題理 解や解決 を考 えて い くことが必 要だ とい うボブ ロフスキーの考 えを反映 している。この考 え

が彼 の作品 にも生きて いる と考 え られ 、 したがって、ボブ ロフスキー 作品にお ける闇 と光 とい う

概念 には、ハー マン的 な意 味が隠 され ている可能性があ る。

4.『 ね ずみのおまつ り』 とハ ーマ ン思想

闇 と光 が鍵 となつて い る作品 は、1暗くて光はほ とん どない(DunkelundwenigLicht)』(GW

N,118-126)を 初 め、複数 あるが、ボ ブロフスキー作品 におけるDunkelheitに っいて考える上

で、欠 かす こ とので きないのが 『ね ずみのおまつ り(猛 臨紹磨5∂』(GWN,47-49)で ある。

イルマ ・レープ リッツによつて1965年 に行 われたイ ンタ ヴュー(GWIV478―488)の 際、『ね

ずみのお まつ り』が どの よ うに して生 まれた かとい う話 の中でボブロ フスキーは 「わた しの書 く

ほかのすべ ての物語 と同 じよ うに、計 画 も立てず 、深 く考 え もせず に、ただ光 と影 との ああい う
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戯 れから書 き始 めました … 」 と言 ってい る。つ ま りこの月 の光 の戯 れな しには この作品は誕

生 しなか つた わけで、光 と影 の コン トラス トとい うの が、この作 品の核 とも言 うべ きものである。

この作品の 中では、大 きな出来事は起 こらない。第二次大戦初期 のポー ラン ドの どこかで小 さ

な店 を開いてい るユダヤの老人 モイゼ と、店を訪れた月 は、ねず みたち を勧擦 して楽 しんでいる。

そ こへ頼 りなさそ うな若い ドイツ兵がやつて くる。彼 は言 われ るがままに椅子 に腰掛け、 しば ら

くす ると何 も言 わずに去 ってい く。 表面的な出来事 を追 えば、それ だけである。

この短編の主人 公の名前は、モイゼ ・トルムペー ター である。 モイゼ(1Vloise)と い う名は、

モーセの名の フランス語 形か ら借 用 した ものであ り、発 音は、ねずみ(Maus)の 複数形(M舫se)

と同 じで ある。18ト ル ムペーター(Trlunpeter)と い う姓 は、単純 な名詞 や形容 詞をそ のまま使

つた 、中世 以来ユ ダヤ人た ちに押 し付 けられた多 くの姓 と共通項 を持っ。また、 トランペ ッ トは

旧約聖書の民 数記 にも登場する。19つ ま り姓 名全体 が、帰 るべ き故郷 を失い、ねずみの よ うに軽

ん じられ、迫害 され、虐 げ られ てきたユダヤ人の、苦難 の歴史 を暗示 す るもの となってい る。

Ha血gは 、モイ ゼの名 が、「驚 くべ きこと」に、モーセ を語源 とす るマ ウシェル ン(〕wuscheln)、

す なわち、ドイ ツ語 をきちん と発 音で きないユ ダヤ人の言葉 とされ たイデ ィッシュ語 の蔑称 と結

びつ けられてい る と指摘 し、ボブ ロフスキーがユ ダヤ人 に対 して潮 憶 識を持 っていた ことを示

唆 している。20だ が、モイゼ の名 がモーセ に由来す ることは、それ とはまた別 の意 味を含んで

い る可能 性があ る。先 にも述べた 、ボブ ロフスキーに多大な影響 を及 ぼ した思 膿家ハー マン との

関連 である。ハーマン愚想の根本 とも言 えるモ ーセ に由来す る名 前 を持つ 主人公 の存在 は、この

作品 にもハーマ ン思想が隠れている ことを灰 めか してい るので はないだろ うか。

ハーマ ンは神 を信仰 していたが、神 を非難 す ることもあった。つ ま り彼 は、神 が善ではない要

素 も含む ものだ と理解 していたに もかかわ らず、彼は神 を超 自然的 な もの としてイ訓 せ ずにはい

られ なか ったわ けである。この点 にお いて彼 は 「わ しは わ しの神 のせ いで辛酸 を嘗める ことにな

るだ ろ うよ。」(GWIV49)と 言 いなが ら信仰 を捨て きれないモイゼ と―致 する。

また、この物語 の中でモイゼがねずみた ちに与 えるパ ンの皮 も、このモチー フがボブ ロフスキ

ーのハーマ ンとの 心的っなが りか ら生まれた ものか も しれ ない こ とを暗示 している
。とい うのは、

ハーマ ンは1758年5月 に 『パンの かけ ら(B.en)』(swl ,298ff.)と い う断 片集 を編 んでい

且HGehle,Holger:Erl舫terungenderRomane㎜dEr頒hlungen,dervermischtenPensaundder
Selbstzeugnisse.In:GWVI,S.300―

-910章 において、神はモーセに トランペットを作らせ、モーセの一族の者が この トランペットを使つて民を導

くのだと規定する。
mHaring ,EkkehardW.=FigurendesJ�ischeninBobrowskisDichtung.PoetischesIdiomoder

gef舁schtesKaddisch?LzAlbrecht,Dietmar/Degen,Andreas/Peitsch,Helmut/V�ker,k]aus(Hrsg.):
UnverschrnerztJohannesBobrrnwsla‐LebenundWerk.M�chenMartinMeidenbauerUerlags-

buchhandlung2004,5.230-239,hier5.233.
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るからt

『パンのかけら』によれば、学隅や芸術の世界の豊かさは神がくれた5つ の大麦パンを基礎と

し、この5つ のパンとは、我々が理性的でない動物たちと同様に持つ五感である。罪深いことに

人間は感覚にしばられることを嘆く。神がお与えになつたパンはみすぼらしい貧弱なものに見え

るかもしれない。だがそれらは豊かで恵まれたものであり、我々はそれらを神の全能、神秘を感

じさせるものとして捉えられるだろう。なぜなら神御自身が大いなる愛を持ち、大変に身を低め

て自らを啓示なさったのであるから。そして感覚の乏しさは我々の精神によって豊かなものへと

高め得る。Bro(;kenへ の学問的な注目は蓄積(sammeln)さ れるべきものであり、非難される

べきものではない。我々はBrockenに よつて生きている。我々の思考は断片そのものであり、

我々の知識とは中途半端なものである。

1759年 にリンドナーに宛てた手紙の中でも、ハーマンはこう書いている。「私は真実、原則、

体系などといったものには太刀打ちできない。」(BWI,431)そ して 「かけら(Brocken)、断片、

気まぐれ、思いつきJを それに対置させる。ハーマンは、普遍的な真実や普遍的な体系といつた

ものよりも、個々のものに適用可能な断片的なものの方が自分に相応しいと考えていた。『パン

のかけら』との関連で手紙の中にあらわれるBrockenと いう語を解釈すると、この語はパンの

かけらを意味し、また、ハーマン思想のシンボルとさえ言える。パンのかけらのようなものも無

視しないことこそがハーマン思想の本質なのである。

また、ハーマンは 「パン屑や施し物で生きることを知らない」、「世間において理性的で愛想の

よい燗 」という諜 で、啓蒙議 的な燗 を襯 し、こうした燗 は 「飢え暢 き」、「刑」な

どに対して 「一生安全で」いられるだろうが、「真哩への奉仕に適さない」(SW■,82)と 言っ

ている。

この点を参考にすることで、『ねずみのおまつり』の中のパンの皮の含意ははるかに読み取り

やすくなる。『ねずみのおまつ り』の中では、モイゼはパンの皮を与え、ねずみたちはパンの皮

を集める。ねずみたちは危険が訪れるとさっと逃げるので、なかなかパンの皮を自分のものにで

きない。パンの皮を手に入れること、それは特別なことではないけれど、かといって、とてもあ

りふれたことではない。

『ねずみのおまつり』という短編をボブロフスキーは、合理的 ・原則的・体系的には容易に説

明できない超自然的なものが存在する複雑で不明瞭な現実世界の個別具体的な物語として描い

ており、以上で見たハーマン思想の影響を考慮すると、そのような物語の中にこそ真実が描かれ

うるのだとボブロフスキーは考えていたと推測できる。ボブロフスキーが不明瞭な詩的言語の持

つ魔術的なカを信じていたことも、彼がハーマンの上のような考えに同意する立場であったこと

を裏付ける。さらに、モイゼを取り囲んでいる闇 ― 月の光があるとは言え、ほぼ欄である― は、
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単なる闇その ものではなく、理 性では説明 しがたい人 間社 会の不明瞭で複雑な現実 を描 き出す上

で、必要不可欠な ものであ ることが分か る。 この短編 の中で扱 われ てい る事柄、つ ま り、信仰 ・

戦争 ・迫害な どは、言葉 で説 明できるよ うな合理的 な理 由だけではな く、説明 しがたい複雑 で感

情 的な理 由に基づ くものであ り、戦争や迫害 とい った問題の核 心に迫 るには、後者の理由の方が

明瞭で合理的 な説 明よ り重 要である。

5.月 の光

ハーマンは、神 との対面の後にホ レブ山 を下つたモーセの評1を 念頭 に置 いて 「ただ信仰 のみ

がその輝 きを保 ち、なお かつ我 々を損 なわない。そ して、我 々はモーセの如 く、その顔 の輝 きを

自ら知る ことがない」(SWI,269)と 書いてい る。『ねずみ のおまつ り』の中の光は、信仰 心を

象徴 している可能 性があ る。また 、1786年 にヤ コー ビに宛ててハーマ ンはこ う書 いている。 「あ

なたが明瞭 さ とい うもの を光 と影 の しか るべ き配分 と理 解 され るな らば!22こ の願 いが届 くこ

とを願 つていまYo」(BWVI,235)ハ ーマ ンの この よ うな言 葉 も、 この短編には反映 されてい

るのか もしれ ない。

『ねずみの おまつ り』の舞 台は夜である。とは言 って も、光 がないわけではない。この短編は、

は じめか ら終 わ りまで月の光 に包まれてい るもの と して描 かれ る。月は暗い時間に現れ るもので

あ るとい う意 味では闇に属 し、太 陽の光 を受 けて輝 くもの とい う意味で は光に属す る。月は、光

の部分 と影の部分 を持ち合 わせ、そ のバ ランスによつて形 を変え る。月はま さに光 と影 の両方の

中間 に位 置す るものであ る。

月は、モイゼ に とつて は擬 人化 され た存在 と して物語 に登場 す る。この短編の始ま りにおいて、

月はモイゼに とって好ま しい存在で ある。二人 は無 邪気 にねずみの観 察を楽 しんでい る。孤独で

年老いたモイゼ に とつて月 は子供時代 か らの大切な友人 であ り、闇の 中の小 さな希望の よ うな存

在で ある。月 は安 心感 を与 え、それ ゆえ兵士 が店 に入 つて きて も、モ イゼは全 く動 じない。 「ユ

ダヤの伝承で は月 はヘブ ライ民族を象 徴す る」23と 言 われ るよ うに、『ねずみのお まつ り』の 中

の月 は、モイゼ と運命を共にする もの とまではいかないにせ よ、モイゼの仲間、モイゼ寄 りの存

在で あ り、それ は、 ドイ ツ人 が店 内にいると月 も居心 地が悪 くなる とい う点に も描 かれ てい る。

'll「出エジプ ト記」34
:29。

毘 ゲーテも、ハーマンのこの言葉を重要視 していた。V緋Goethe,JbhannWb㎎ang=Maximen㎜[d

Reflexionen.In:Werke,HamburgerAusgab加14B舅denBd.12.IO.Aufl.Hrsg.vonErichT㎜.

MUnchen1982,5.412.な お、ゲーテはハーマンをその時代の最 も明晰な頭脳の持ち主だと評価していた。

VglKanzlerFriedrichvonM�lerUnterhaltungenmitGoethe.MitAmnerkungenversehenund

herausgegebenvonR.Grumach.1982,5.109(18.Dezember1823).
zi『世界シンボル大事典』大修館書店1996年 、646真
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だが平 穏な雰 囲気 は長 くは続 か ない。この空気の変化 は ドイツ兵が店 に踏 み入 った こと とい う

よ りも ― もち ろん この こ とが契機 となるのだが 一 問題 が照 らし出 され る ことによって起 こ

る。

月は太 陽の光のReflexion仮 射)で あるため、Reflexion(省 察 ・反省 ・熟 慮)に よる認識 、

理 論的 ・概 念的 ・理 性的 な認 識の シ ンボル とされ、また月 は太陽 の熱気 に対 して冷気で ある。24『ね

ずみのお まつ り』にお いて も、モ イゼに対 して、月が問 いかけ語 りかけ るこ とによつて、モ イゼ

が置 かれ てい る立場 が はっ き りして くるわけで、月は冷静 に状況 を認識 し、erhellenし 、モ イゼ

にReflexionを 促 す役 割だ と言 える。っ ま り、『ねずみ のお まっ り』 に登場す る月 は、文字通 り

「照 らす 」とい う意味 で もerhellenし なが ら、「(事態 ・問題 などを)明 らかにす る」 とい う意味

で もerhellenし てい るので ある。

光 が溢 れ、あ らゆ る もの が見えす ぎる昼 と違 って、夜 は落 ち着 いて物 事 を考 えるこ とので きる

熟考 の時間で あ り、モイゼ は月の光 の差 す静 かな晩 に、今、 自分 が置 かれて いる状 況について熟

考 してい る。

実 は この ことが、物 語の 中心 で ある。月 との対話の 中で問題 がerhellenさ れ るこ とに よって、

モイ ゼに とつての子供 時代 の よ うな無 邪気 な時間が終わ りを告げ、モ イゼ は状 況を把 握せ ざるを

えな くな る。童 話 の よ うに始 まった この物 謝 ま、これ か ら始ま る陰欝 な時代 を暗示 して終わ る。

rわしは わ しの神のせ いで 辛酸 を嘗 めるこ とになるだろ うよ。」

物 語の初 めの無邪気 なモ イゼに とって、月の光は安心感 を与える心地 よい ものであるが、問題

がerhellenさ れ る前 後で 、月は安L憾 を与え る存在 か ら不安 を も与 え る存 在へ と変 貌す る。光 と

影 とい う二面 性 を持 つ 月 は 、安 心 と不安 の 両方 を与 え る作用 を持 つて い るの で あ る。 月 は

erhellenす る ことで穏や かな空気 を―変 させ る役 割を果 たす が、そ の一方 で、月の存在は童話の

よ うな雰 囲気 を作 り出 してい る。 ここにも、月 の二 面性が表 れてい る。 この物 語の中の月は シン

ボ リックな意 味 を有 してお り、光 と影 、友 と敵 、安心感 と不安感 の よ うな対 概念 が この物語 には

登 場す る。25だ が その境 界線は 、月のほのかな光に よってぼか され てい る。例 えば、 ドイ ツ兵 と

モイゼの 間に敵 対心 が見 られな いよ 引 島 この物語はふたつ の事物 の対 立を描 いてい るので はな

く、ひ とつの ものに含 まれ る複数 の入 り混 じった要素 を描 いているので ある。ひ とつの月の 中に

ふたつ の面があ るよ うに。

四 同上、645頁 、
'Liボブロフスキーと親交のあったギュンター ・グラスの短編 『ねことねずみ』(1962)の タイ トルは強 と弱、

友 と敵 、光 と影の よ うな対概念 を示唆 している。V緋Grass,G�ter:KatzundMausDarmstadt=

Luchterhand1967― 『ねずみのおまつ り』はおそらく1962年 に書かれた作品なので、グラスの短編から影

響を受けている可能 性もある。
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また 、月の光 は安心感 を与 える存在 から不安 をも与 える存在へ と変貌 した ものの、 もちろん、

その ことに よつて、モイゼ と月の友情 が壊 れ るわ けでは ない。 これ は、月 がモイゼ に とって

heimatli(;h(な じみの ある ・故郷を思わせ る ・故郷の)な もので ある ことと関係す る。 ど うで も

よい ものであれ ば決 して与える ことができない不安 をheimatlichな もの は与 える。月がモイゼ

を不安 にさせ る力 があ るのは、モイゼに とって月 が大切 な存 在だか らで あ り、月がモイゼ に不安

を与 える存 在にな つて も、だか らといつて、モ イゼ の月に対す る愛着 がな くな るわ けではな く、

モイゼ は、月か ら、その後 も、安心感 と不安の両方 を受 け取 り続 け る。不安 をも与 える存 在に な

って も、月は暗 闇の中で淡い光 を投げかけるわずか な希望 の よ うな もので あ り続 ける。

こ ういつた こ とは、戦 後のボブ ロフスキーの故 郷に対 する感 情 と非常 によく重 な り合 う。戦後

のボ ブロフスキー にとつて、故 郷は、帰 るこ との できない場所 であ り、 しか し帰郷 の願望 を捨 て

るこ とがで きないだけに、感 情 をか き乱す ものにはなって も、直接 の安心感 を与 えるものでは な

い。それで も、その思 い出 によってボブ ロフスキ―一は何 らかの慰 めを も受 け取 つていた はずで あ

る。

このよ うに月はその二面 性に よって、物語の最 後に近づ くまで 、光 と闇のバ ランスを保 って い

る。 しか し、 ラス トシー ンでは そのバ ランスが壊 れ、店 の中は光で いっぱいにな る。そ して、そ

こには重要 な意味 が隠 されてい るのであ る。

「い まや店 の中は真 っ白(9anzweiB)芯 後 ろの壁の ドアまで光が部屋 中に満 ちている。 モ

イゼが寄 りか かつてい る ところは真 つ白で、彼が どん どん壁 とひ とつになつてい くよ うに思われ

る。彼 が発す る全 ての言葉 と一緒 に。」(GWN49)強 制収容所 のガス室で殺 され てい ったユ ダ

ヤ人 たちを暗示す るか のよ うな この箇所では、月の光がモイゼ に とって不安を誘 うもの となつて

い る ことが示 され てい る。月の光が部屋 を満た し、モ イゼは消え ゆか んばか りになつて いる。子

供謝 ざの よ うに無 邪気 な時間か ら、不穏 と不安 の時間への移行 が、 ここに描 かれ てい る。Weiﾟ

(白)26はwissen(知 る)と 結びついて、事態が明 白になつた ことを示す(MoiseweiﾟdieLage)。

この場面 に限 らず、 この物 語は、は じめか ら終わ りま で光 に包 まれてい るもの として描かれ て

いる。つま り、月が入 って くる前 は 「いつだつて暗 い(immerd血kel)」 この店に月が入つて く

るこ とで始 ま り、若い ドイ ツ兵が入 ってきた場面 で 「店は月の光 で明 るい」ことが明言 され 、「光

が部屋 中に満 ちて いる」場面で終わ るので ある。舞台 は夜 であ るにも関わ らず 、 「こんばんは」

とい う挨 拶を除けば、この物語 が闇の中で進行 してい ることを示 す言葉は存在 しない。それはな

ぜ カa

それ は、 この物 語が本来 、immerdunke1で あつた ものが、dunkelで はな くな る時期 を舞台

Haufeに よると、白はリトアニアでは死の色である。VgLGWV,5.23―
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としていることと密接な関係がある。つまり、それまでのポーランドではポーランド人や ドイツ

人、ユダヤ人が入り混じって生活していた。だが、ナチスの政策により、それらの線引きが無理

矢理に行われ、誰が ドイツ人で誰がユダヤ人か、といった点に関してdu】ヨkelなままでは許され

なくなつた。物語の序盤において、モイゼがユダヤ人であることは明らかにされない。ドイツ兵

が入ってきた場面で初めて、読者はモイゼがユダヤ人であることをはっきりと知るのである。「ユ

ダヤ人がどんな風に暮らしているんだか見てみようとでも外で思ったんだろう。そして今そこに

は、年取つたユダヤ人が自分の椅子に腰掛けていて、店は月の光で明るく輝いている。」(GWN

48)と いう文章によって。っまり、ドイツ人の作用により、モイゼは自分がユダヤ人であること

を意識せざるを得なくなるのであって、それまでは、モイゼはモイゼ ・トルムペーターという名

の―個人でしかないのである。

この店中に光が満ちるシーンの直前、若い ドイツ兵が立ち去る場面で、ねずみたちも姿を消す

が、パン屑によって生きているねずみたちの退散は、ハーマン的世界の終焉を意味する。つまり

それまでは、曖昧で感覚的でありえた部分が、そうでは済まされなくなるのである。この変化と

の関連で、この作品にボブロフスキーがひとりの ドイツ兵を登場させた意図を分析したい。

6―責任と 「光J

月に二面性があるように、若いドイツ兵もまた、二面性を持つものとして描かれる。それは、

この ドイツ兵が無害な印象の人間として描かれている点に表れ.ている。「髭も生え揃わない

(Milchbart)」といった表現から読み取れるように、うぶな感じで、一見したところ、彼は罪深

い人間には思われない。彼はこの短編において、ユダヤ人モイゼに対する直接的な加害者として

の役割を―切 寺たない。だが実際には、この時代のポーランドにおいて、ドイツ兵が無害である

ことはあり得ず、彼の一見、無害な印象と裏腹に、彼はモイゼと月に対して不安を呼び起こす。

自分の存在そのものが不安を呼び起こすことすら認識していなさそうな無知で無邪気な面と、不

安を呼び覚ます加害者としての側面の両方が、彼に描きこまれ.ている。もちろん、無知であるが

ゆえに加害者となっているとも言えるのだが。

この ドイツ兵とイ緒 であるボブロフスキーは、容易に重ね合わせることができる。まだ若い時

分に、家族のもとを離れて第二次大戦に参加することとなったボブロフスキーは、通信部隊に属

していたがゆえに、直接的な武力を行使することはなかつた一方で、恐らくは ドイツ兵としてそ

こにいた時点で人々を脅かすこともあったはずだ,

もっとも、ボブロフスキーは元来、ナチスa偲 想に否定的であつた。(GWI,xivxvr)例 え

ば、彼はナチス政権に抵抗するプロテスタント系の 「告白教会」運動に参加していたし、彼のギ

ムナジウム日…1代のラテン語教師、エルンス ト・ヴィーヒェル トは、1935年 にミュンヒェン大学

一59一



で講演を行い、ナチのニーメラー牧師逮捕に扮議 して、ブー ンヴァル ト強制収容所に拘禁され、

ギムナジウムの学校長1撮 後までナチ党への入党を拒否するなど、ギムナジウム時代までのボブ

ロフスキーを取り巻く環境は、反ナチ的であった。周囲の影響もあつて、ボブロフスキーは、ナ

チスの思.想に対して、嫌悪感を覚えており、1944年 にはナチ党に入党すれば将校に昇進しベル

リンで学業を再開できるという提案を拒否している。

だが、ナチス思想に決して…期島しなかつたという面を持っ―方で、実際にはドイツ兵として従

軍したという事実もまた彼の-側 面を形成しているのである。

実際のドイツ兵として従軍した諸個人は一義的に悪人と言われるような人間ではなく、曖昧で

矛盾をはらんだ存在であり、個人レベルでのドイツ兵とユダヤ人の関係もまた本来は必ずしも常

に明白な敵対開係の中にあつたわけではない。そういった考えも、この明らかなユダヤ人の敵と

してではなく、どこか無害さを感じさせる存在として描かれたこの若い ドイツ兵の中に描きこま

れているかもしれない。だがそれ以上に、個人レベルでの関係がどうあれ、ドイツ人がドイツ人

として背負った罪の重さに変わりはないのだ、という考えがこの作品のベースになっている。イ

ルマ ・レープリッツとのインタヴューの中で、「父祖たちの罪」に取り組んでいるのだと言う若

者たちに対して向けられた 「父祖たちの罪過は私たちの罪過でもあるのですし、まさに ドイツ人

であるからこそ、 ドイツ国民の歴史から無罪放免にはなり得ないのです。」(GWN483)と い

うボブロフスキーの言葉も同様の意味を持っ1掛 高

先にも述べたように、ボブロフスキーはドイツ人概念の曖昧さを意識しながら、作品を書いた。

曖昧である以上、どの民族に属しているかというのは、自己判断によるところも大きい。その自

己判断は、出自や育った環境、言語、教育によつて自然に身についたものであることもあるだろ

うし、例えば、ドイツ人であるほうが利得が大きいと考えて ドイツ人と名乗ることを決めるよう

なケースもあつたは槻 自分が属する民族が、自分自身、もしくは、その父祖が選び取ったも

のである以上、その民族としての責任を引き受けなければならないというのがボブロフスキーの

立場だった。こと責任を負うことに関しては、ハーマン的な個別具体的なものの重視はあり得な

いようである。「あの若者は、 ドイツ人らしいドイツ人ではないとか、少なくとも悪いやつでは

ないとか言わないでおくれよ。今ではもはやそんなことに違いはないんt」(GWIV,49)と い

う月の言葉にその想いは強く表れている。「髭も生え揃わない若造だったから」や 「当時、自分

はまだ生まれていなかったから」といった個人的な事情よりはるかに、ドイツ人がドイツ人とし

て負う責任の方が重視される。『ねずみのおまつり』の最後の場面が、光に包まれて終わつたの

は、ドイツ人がドイツ人として負う責任だけは、闇の中においておけないという意思の表れでも

あるのかもしれない。

「僕は詩の中に立っだろう、制服を着て、完全に見分けがつくようにして。」(NIIi,320)と ボ
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ブロフスキーは先にも引用したハンス ・リッケ宛の手紙の中で言っている。この一文に象徴され

るように、彼は自らが ドイツ兵として従軍したことを強く意識しながら、また隠すことなく、作

品を書こうという意志を持つていた。

その先にはこうある。

僕は歴史の中の極度に悲劇的な状況を一身に引き受けたい。遠慮深く、また、僕自身

のために。そしてそれを僕が作 り出すもので形にしていきたい。それは東欧諸民族に

対して犯した、我が民族の計り知れない歴史的罪過を拭い去るための(目に見えない、

もしかしたらまつたく役に立たない)貢 献であるはず凪

ナチス思想に嫌悪感を覚えっつも加害者の側に立ったという過去を持つたことで 「ドイツ人と

東欧諸民族」という問題は、ボブロフスキーにとつて単なる他者批判を超えた、切実な問題とな

っている。『ねずみのおまつり』に登場するドイツ兵を無害な印象の人物として描いたのは、そ

のような印象の ドイツ兵ですら、月やモイゼに脅威を感じさせ、熟考を引き起こさずにはいられ

ない存在であることを言 うためであり、それは、何をしたかに関わらず、ドイツ兵だったことそ

のものに対する罪の意識を表現するものであったのではないだろうか。

7.お わりに

『ねずみのおまつり』は、ふたつの意味において、昼間を舞台にしては、あり得ない物語であ

る。ひとっには、月の時間にしか起こりえない話だということである。店の訪問客に太陽もいる

ようだが、太陽には月のような役割は果たせないだろう。この物語は、冷静に状況を認識 し、

erhellenし、モイゼにReflexionを 促す役割を持つ月の下だからこそ、のものなのである。他方

には、今が モイゼの晩年だということである。人生の熟考の時間だからこその物語であり、も

っと若ければ、また違つた物謡 こなつていただろう。

『ねずみのおまつり』の舞台ポーランドは、影の国であるサルマチアに含まれる。サルマチア

は、ボブロフスキーにとつて、特別な思い入れのある地域であった。自分自身、ポーランド人の

要素を持ち、東欧諸民族の中に溶け込んだ生活を送つてきたボブロフスキーは、光と影の両方の

要素を持った月のように、 ドイツ人でありながら、サルマチア人であった。自分自身、サノレマチ

ア人でありながら、サルマチアの地に、加害者側として立ったことは、ボブロフスキー自身に強

い罪の意識を感じさせたに違いない。『ねずみのおまっり』の中で、実は重要であるのが 「ユダ

ヤ人がドイツ語を話せても彼は全く不思議に思いもせず」(GWN,48)と いう箇所である。ここ

でボブロフスキーは、ドイツが東欧諸民族を支配してきた長い歴史とその結果について立ち止ま
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って一度 じっく り考えることを促 している。その―方 で、この箇所 は、多民族、多言語、多文化

が入 り混 じってい るのが 当然だった状況 が存在 していた ことをも示 して いる。

その こととの関連で、ひ とつ興購深い事実があ る。か つて追 放が あったに もかか わらず 、実際

には 、現在 のポー ラン ドには依然 として少 なか らぬ数 の ドイツ系の住民 が住んでい るのであ る。

戦後の政治状況 とは無関 係に、 ドイ ツ人 とポー ラ ン ド人はポー ラン ドで共 生 して きたのだ、27

ボ ブロフスキーはその 出 自及び、存在それ 自体 が、曖昧な ものの存在 について考 えさせ る。彼

の作 品にお いては、光は闇の面を持ち、闇は光の面 を持 つ。彼 の故 郷、サルマチア平原は 「影 の

国」だが、影 は光 がなけれ ばできない。夜 を好 んだ彼 の作品には、暗い時間を舞 台に してい るも

のが多いが、そ こには、多 くの場合、月が昇 り、情景 は、暗い けれ ども光がないわけではない。

それ が ドイ ツ人で ありサルマチア人であ るボブ ロフスキー の立場 なのである。
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        Dunkelheit und Licht bei Johannes Bobrowski 
 — Über die Erzählung „Mäusefest" — 

                                    NAGAHATA Saori 

  Johannes Bobrowski wurde 1917 in Tilsit in Ostpreußen in der Nähe der litauischen 

Grenze geboren und verlor wegen der Gebietsverluste Deutschlands nach dem Zweiten 

Weltkrieg seine Heimat. In seinen Werken offenbaren sich seine Gefühle für diese 

Heimat, obwohl es damals inopportun und sehr schwierig war, offen solche Gefühle zum 

Ausdruck zu bringen. Er nannte das umfangreiche osteuropäische Gebiet einschließlich 

seiner eigentlichen Heimat Sarmatien und viele seiner Werke spielen dort. Sein 

wesentliches Thema sind die „Beziehungen zwischen den Deutschen und den 

Ostvölkern". 

  In seinen Werken erscheinen oft dunkle Szenen. Im Titel eines Gedichtbandes gibt er 

Sarmatien den Namen „Schattenland". Man kann daher vermuten, dass für ihn 

Sarmatien kein hell scheinender Ort war. Wenn man ferner berücksichtigt, wie 

konstitutiv Sarmatien für seine Werke ist, darf man wohl davon ausgehen, dass „nicht 

hell", also ein Synonym für das Wort „dunkel", ein zentraler Begriff seiner Dichtersprache 

ist. Deswegen werden „Dunkelheit" und auch der Gegenbegriff „Licht" in dieser Arbeit 

näher untersucht. 

Dunkelheit bei Bobrowski bedeutet auch Dunkelheit seiner selbst und Dunkelheit 

von Völkern, denn wie viele Deutsche hatte auch er nicht nur deutsche Vorfahren. 

  Wenn man Dunkelheit bei Bobrowski behandelt, ist ferner der Einfluss Johann Georg 

Hamanns auf den Dichter zu erwähnen. Hamann hat gegen das Licht, nach dem die 

Aufklärer strebten, deutliche Einwände erhoben und bestimmte konkrete Dinge bewußt 

im Dunkeln gehalten. 

  In der vorliegenden Arbeit wird hauptsächlich Bobrowskis kleine Erzählung 

„Mäusefest" behandelt. Das Thema der Geschichte sind die „Beziehungen zwischen 

Deutschen und Ostvölkern", und sie spielt in Polen und damit in Sarmatien. Konstitutiv 
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 für sie ist der Kontrast von Licht und Schatten. In ihr geschehen keine großen 

Ereignisse: Der alte Jude Moise, der bei Beginn des Zweiten Weltkriegs irgendwo in 

Polen einen kleinen Laden hat, und der Mond, der im Laden einkehrt, unterhalten sich 

und beobachten die Mäuse. Zu ihnen gesellt sich ein junger deutscher Soldat, der sich, als 

Moise ihn dazu auffordert, auf einen Stuhl setzt und nach einer Weile wortlos den Laden 

wieder verlässt. Doch dies ist nur die Außenseite des Geschehens. 

  Wenn man voraussetzt, dass die Erzählung unter dem Einfluss von Hamann steht, 

wird deutlich, dass die Dunkelheit, in der Moise ist, nicht einfach die Dunkelheit an sich, 

sondern eine Notwendigkeit ist, um die undeutliche und komplizierte Wirklichkeit in der 

menschlichen Gesellschaft zu beschreiben, die mit der Vernunft nur schwer zu erklären 

ist. Dem hamannischen Standpunkt nach liegt die Wahrheit gerade in der Dunkelheit. 

  Aber im Text wird nirgends expressis verbis gesagt, dass die Geschichte im Dunkeln 

verläuft. Der Autor schreibt sie so, als ob sie im Licht spielen würde, und es muß gefragt 

werden, warum er das macht. 

Der erste Grund dafür ist, dass die Geschichte in einer Zeit spielt, in der die Wesen, 

die eigentlich immer dunkel waren, nicht dunkel werden, weil in dieser Zeit die Grenze 

z.B. zwischen Deutschen und Juden zwangsweise klar gemacht wurde. Moise, der bis 

dahin einfach Moise Trumpeter war, wird erst, nachdem der deutsche Soldat aufgetreten 

und der Laden vom Mondlicht erhellt worden ist, der „alte Jude" genannt. 

  Der zweite Grund ist der Vorsatz des Autors, nur die Schuld, die auf den Deutschen 

liegt, nicht dunkel bleiben zu lassen 

  Bobrowski, der zwei Seiten, eine sarmatische und eine deutsche, hat, so, wie der Mond 

eine Licht- und eine Schattenseite, ist ein Dichter, der uns über etwas Dunkles 

nachdenken lassen will. 
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